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Ｔｈｉｎｋ  Ｇｌｏｂａｌｌｙ  Ａｃｔ  Ｌｏｃａｌｌｙ  （Ｖｏｌ．２３） 

 

 

      

 

 
 

 新中１を迎え、それぞれに新しい学年のスタートを切り、３週間が過ぎようとしています。上級

生は学校生活にも慣れてきているので、余裕も生まれているでしょう。 

 さて、皆さんは去る春休み、身近なそして自分にできるお手伝いをしてみましたか？ そしてこれ

からくる大型連休中に、何か手伝おうと思っていることはありますか？   

 ボランティアとは「自分のまわり」の世界と積極的に関わることです。家族や知人，友人に関心

をもつこと、自分の住む町と交流をもつことです。なかなか時間を見つけられないという人も、休

日をちょっとしたボランティアに使ってみましょう。思わぬ人との輪ができるかもしれません。 

 

 

              春休み中の体験記 

 

   ※保育園で働く人のお手伝い       （中３女子） 

      活動内容 ： 園児と一緒に遊ぶ。帰り支度の手伝い。 

                 トイレに連れて行く。本の読み聞かせ。など 

      感想 ： 保育園での仕事は、大変体力と気力がいるということを改めて 

        感じた。小さい子は目がはなせなく、思いのほか疲れる。            

        しかし、保育園の先生からも様々な話を聞かせてもらえたり、 

        何より普段できない体験をしたことで、新しい発見があって 

        面白かった。有意義な春休みだった。また機会を見つけて 

        やってみようと思う。 

                           

 

 

☆活動募集   

   「渋谷クリーンアップ・プロジェクト」 

      日時：４月２９日（祝） １時３０分～４時 

      集合場所：美竹公園（ＪＲ渋谷駅から徒歩５分） 

      服装：ズボンまたはジャージ，スニーカー 

      持ち物：特にありません。ゴミ袋なども用意されています。 

   

   やってみよう！ と思う人は担任の先生、もしくは夏目先生・広田真知子先生 

   に申し出てください。 



 

 

 


